
第２回小山市こどもラウンドテーブル アンケート結果 

 

開催日 令和８年３月１５日（日） 

 

回答者数                                                   

 第２回 第１回 ワークショップ 

全体 内訳  

全３回参加 ２回参加 はじめて  

参加者数 ５６ ２１ １０ ２５ ５８ 58 

回答者数 ３０ １２ ９ ９ ４０ 32 

回答割合 ５３．６% ５７．１% ９０．０% ３６．０% ６９．０% 55.2% 

 

問１ 全体の満足度                                                                   

 第２回 第１回 ワークショップ 

回答者数 割合 回答者数 割合 回答者数 割合 

とても満足 １２ ４０．０% 9 22.5% 14 43.8% 

まあ満足 １７ ５６．７% 25 62.5% 17 53.1% 

あまり満足ではない ０ ０．０% 5 12.5% 0 0.0% 

満足ではない ０ ０．０% 1 2.5% 0 0.0% 

未回答 １ ３．３% 0 0.0% 1 3.1% 

 ３０ １００％ 40 １００％ ３２ １００％ 

 

問２ 満足度の理由や感想 

【良かった点】 

・今まで話したことがない方とつながることができてよかった。 

・小山市で活動されている様々な団体・企業の活動を知ることができ、つながっていけるとよいと思った。 

・企業・団体・教育・行政など、いろいろな分野の方々と意見交換ができた事、みんなで地域を良くしていこうという思い

に共感いたしました。 

・日頃接点のない方達の活動や意見を聞くことができたことがよかったです。気が付かないことなどを知ることができま

した。 

・前回に比べ情報交換 グループの話し合いが出来た。 

・資料・プログラムの充実、主催側・事務局の方々のパワーも感じられるとても良い時間だったと思います。 

・ファシリテーターがしっかりリードしていたので意見が良くまとまったと思います。 

・ワークショップで色々な方のご意見が聞けて対話ができてよかったです。 

 

【残念な点・課題】 

・初めてワークショップに参加しました。前半の情報共有の時間も有意義でしたが、時間も長く…もう少しワークショップ

の時間が必要かなと感じました。 

・時間管理が上手くいっていない。情報共有の時間が長かったように思います。参加者同士の交流時間や、告知タイム

があると良いと感じました。ワークショップでは、テーマに沿った発言というより自分の活動を知ってもらいたい的な発言

が多かったように思います。 

  



問３ 小山市の児童虐待の現状と課題についての理解度 

 第２回 

回答者数 割合 

とても理解できた １６ ５３．4% 

まあ理解できた １３ ４３．３% 

あまり理解できなかった １ ３．３% 

理解できなかった ０ ０．０% 

未回答 ０ ０．０% 

 ３０ １００％ 

 

問４ オレンジリボン運動の経緯の理解度 

 第２回 

回答者数 割合 

とても理解できた １9 63.3% 

まあ理解できた １1 36.7% 

あまり理解できなかった 0 0.0% 

理解できなかった ０ ０．０% 

未回答 ０ ０．０% 

 ３０ １００％ 

 

問５ こどもの居場所での支援についての理解度 

 第２回 

回答者数 割合 

とても理解できた １５ ５０．０% 

まあ理解できた １２ ４０．０% 

あまり理解できなかった ３ １０．０% 

理解できなかった ０ ０．０% 

未回答 ０ ０．０% 

 ３０ １００％ 

 

問６ 講話を聴いての質問や感想 

【質問】 

・市役所としては民間でやってくれるとかゆい所に手が届くな、と思うような場はどんな所が挙げられますか？（市役所の

強みと課題を踏まえた上でお答えいただきたいです。） 

・小山市の対応として、実際の相談や通報からの流れをもう少し詳しく知りたいです。また、オレンジリボン運動について

は、子育て世代にもっと関心を深めてもらうために移住してきた方や小学校などでも教育の一環として学ぶ時間をとっ

て欲しいなと感じます。 

 

【感想】 

・オレンジリボンキャンペーンについて理解ができた。網目の支援について考えさせられた。 

・現実がよくわかりました。 

・活動内容は理解できました。我々地域の企業に対して、こういう事をして欲しいとの提案があると良かったです。 

・行政からの依頼がないと活動が難しい団体が多い現状を知り、少しもどかしさを感じる場面もありました。 

・現状どういう経緯があり、居場所に入所しているのか。もっとコアな表に出づらい現状を、リアルを今回の参加者には

伝えると良かったのではないかと思います。どんな子どもがいて、どんな支援が必要なのか、私たちにできることを自分

事にできたのではないか。 



・虐待について貧困家庭やひとり親世代に多いような雰囲気に聞こえたけれど、教育虐待や食生活に関する虐待、心理

的虐待については比較的収入のある家庭に多いイメージがある。市の現状からしても、そちらのリスクに対する啓発もあ

って良いと思いました。傷やアザのできない虐待の深刻さにも気づいて欲しいです。 

・ラウンドテールブルで繋がった団体、企業と連携していくためにも、カンガルーOYAMAの方向性を示していただくと活

動に広がりが生まれてくると思います。オレンジリボンを拒否する市民がいることにショックを受けました。 

・オレンジリボンの意味を学校の先生が知っているのか疑問に思いました。学校でオレンジリボンを配る時に、ただ単に

配るだけじゃなく、先生が子ども達に意味を説明したり一緒に考えることで、子どもが家や友達と話をすれば、意味を持

って少しは広がって行くと思います。意識の高い人の集まりだけではなく、多くの市民にまで声が届いてほしいと思いま

す。 

 

問７ 虐待予防の視点や意識をもって活動できるか 

  
第２回 

回答者数 割合 

そう思う １６ ５３．４% 

まあそう思う １０ ３３．３% 

あまりそう思わない ２ ６．７% 

思わない １ ３．３% 

無記入 １ ３．３% 

総計 ３０ １００％ 

 

➡その理由 

・子どもを守るためには親のケアが必要。ママたちによりそうことで子どもを守りたいと思った。 

・オレンジリボンの市民講座を受講したり、自分事と意識をもって活動したり、支援活動に参加して現状を学んでいるの

で思いはある。あとはつなげるだけ。 

・イオンモールはお子様連れのご家族が多くいらっしゃいます。その中で、例えば迷子のお子様や、お客様の様子から虐

待の恐れがあるお子様を守ることもできるのではと考えています。 

・子育て家庭の支援は続ける。子供食堂のボランティアに参加したい。 

・大人が笑顔で良い関係を築いていける社会を作っていくしかないと思う。 

・まずはできると信じることが大切だと思う。 

・個人的に視点や意識を持つことはある程度できると思いますが、１人で取り組んでいても少しのことしかできなかった

り、広く目を向けることは難しいので、“活動“を実践するには大人たちのコミュニティが大きく影響してくると思います。 

・【意識】して【活動】することで【予防】へとつながる道もある！と思います 

・こどもの意見を聞いてそれなりの対応をするには大人たちがもっと知識を持っていないと難しいと思います。 

 

問８ ラウンドテーブルで「こどもの虐待防止」を進めていく上で、今後どのような活動が必要か。 

・地域でつながる。その地域の特性を生かしつつ人と人をつなげていく。 

・子供達の声を聞く機会をふやしたいと思った。 

・地域や企業のつながり。 

・地域、団体のつながり。現状を知る。団体を知る。チームになること。 

・やはり連携、ネットワーク、居場所。 

・育成会、地域活動支援、スポーツ少年団の支援 

・孤立した子育てを予防するために、今現在、子育てをしている世代を巻き込めるような子育て世帯に向けてのイベント

の企画や参加を子育て家庭支援課から直接呼びかけてもらう。 

・支援者の教育とスキルアップが重要だと思いました。虐待を生む一因に「世間体気にしながらの子育て」があることを

意識して、支援者の思い込みや考えのズレなどを整理する必要があると思いました。 



・認知した状況などを不安なく共有出来る環境の整備。一次情報は全てラウンドテーブル窓口に集め、内容により対象

地域で活動している団体に共有など連絡する道を作る。 

・こどもの虐待防止のアプローチ方法はさまざまです。本日の意見を踏まえ、テーマごとにグループ分けして、グループで

定期的に集まれると、もっと掘り下げた議論ができると思います。スタート一年目、回数も少ないですね。長い時間かけて

は、進みも悪くなりメンバーの意欲も落ちてきます。今も支援の必要な親子がたくさんいます…。頑張らなきゃ。 

・市民同士の対話の時間を創る。挨拶・声かけが普通にできる関係づくり。こころのサポーターやプレコンサポーターを

増やす。 

・大人が議論するだけではなく、子供のホンネを聞いて欲しいです。苦しんでいる子は、なかなかホンネを言わないと思

いますが…。そして、その子供たちと過ごす時間の長い学校の先生や学童の先生なども参加できると現状（課題）や解

決策なども広がると思います。 

・こどもの立場に加えて親の立場にたって考えていく必要もあると思いました。 

 

問９ 自由記入 

・学校や企業の方がもっと参加し、つながれるとよいと思った。 

・やっておわりではなく、つながっていけるよう、また「子どもの声」を聞いていってほしい。 

・繰り返す、続けていく、つながる事がいつしか大きな力になると思います。 

・これだけの大人が熱をもって集まっている。ここだけでおわらせてはもったいない。つながりの場をもっと行政でつくって

もらいたい。行政がみとめてくれつつ、個人や民間にも任せてもらえるようになったらいい。 

・分科会のような小グループでの対話の機会を増やして、お互いの活動を繋げていくアクションを起こせたらいいと思い

ます。 

・小山市の多くの子どものことについてが、まだラウンドテーブル上にあがっていないと思います。 

・今回のシェア時間で参加者宛に「皆さんが地域活動」しましょう的な発表があったが、ラウンドテーブル参加者自身が

自分の地域の事を知らなさ過ぎだと感じた。ラウンドテーブルで新しいコミュニティを作り出すのが目的なら、それでも

良いが、それを実現する大変さを分かっているのか些か不安になった。ネット使えば何とかなると思っている方々が多い

印象でした。 

・保護者・親に対する【家庭教育】の必要性も感じました 

・ネットワークづくりにかじきりを 

・これまでの資料やワークショップの資料をまとめていただき感謝します。イベント告知タイムがあると良いと感じました。 

 


